












Transision in the Number of Wisdom teeth of Matsumoto 
Dental College Undergraduate Clinic Students Part II
SUSUMU TOKUUE TOURU SATO KEN FUJITA
KEI KAKAZU KEN HAGIHARA YOSHIYUKI AOKI












































































































106 8 5 5 4 12 5 1 1 1 3 5 6 21 183
22 2 2 2 3 5
27 3 1 3 2 1
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18 4 1 1 1 4 29
15 2 3 4 1 4 29
22 2 3 8 35
34 1 3 14 52
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萌　　出 半　　埋 完全埋伏 合計
．Ω」 241 22 82 345
481 u 167 小計⑰
匝 240 22 85 347
可 162 109 95 366
322 216 198 小計惚
匝 160 107 103 370
合計 803 260 365 1428
表4：根の完成と未完成
完　成 不　明 未完成
萌出 半埋 完埋 萌出 半埋 完埋 萌出 半埋 完埋
合計
凶 230 17 41 1 1 7 10 4 34 345
457 34 85 2 2 18 22 8 64 小計破
b 227 17 44 1 1 11 12 4 30 347
司 155 96 78 0 2 3 7 11 14 366
311 184 1田 0 7 7 11 25 32 小計職
匝 156 88 81 0 5 4 4 14 18 370






















垂　直 遠心傾向 頬舌傾向 合計
」 29 277 21 18 345
59 547 48 38 小計692
巨 30 270 27 20 347
可 184 173 6 3 366
359 342 24 11 小計736
巨 175 169 18 8 370


























































合　計 6　歯 6　歯 272歯
表9：智歯の一ケ年の推移
実習開始時 実習中抜去 実習終了時
345 347 65 61 280 286












































































468 680 228 214 240 359 599
匡1馨1 252 410 175 50 57 一17 40
垂　　直 720 1090 403 264 297 342 639
遠心傾斜 4 13 16 41 10 24 34
頬舌傾斜 58 42 6 62 16 11 27
合計 1250 1825 653 581 563 736 1299
　E．智歯の活用状況は金属充填一計154歯，冠・
支台一計23歯を示しており，第1報の金属充填
一計117歯，冠・支台一計18歯の成績と同様に，修
復対象としては，あまり利用されていない傾向を
見せていた．
　F．智歯以外の先天欠如は，第1報では，山部
一6例，可部一6例，「縮部一各51例，計10
　　　　　　　　第II報
例，一1」部一3例，『司部一2例，そして幽部
一各1例，計2例で，合計29例を数えているが，
これに比較して，第II報では，出現度が低く，
謙部一計6例と，いずれも小臼歯部に限在して
いた．また智歯以外の埋伏歯は，第1報では，
坐部一計5歯，ユ1⊥部一計3歯，－lf十i，一部一計4歯，
劃部一3歯，合計15歯を数え，第II報では合計4
歯で，第1報と比べ，やはり出現度は低い成績を
みている．
　G．1ケ年にわたる推移をみると，被検者の智歯
が，初期に1428歯存在したものが，臨床実習期間
中に，なんら前処置をせず直接抜去されたものが
272歯で，そのほとんどを占めていたものである．
臨床実習中に抜去された歯牙を分けてみると，完
全埋伏歯は計37歯（37歯／278歯）が，抜去歯中，
最も少なく，他は程度の差こそあれ歯冠をみせて
いたものである．
総 括
　昭和55，56，57年度の臨床実習学生581名（♂497
名，♀84名）智歯1428歯を対象に1ケ年の推移に
ついて調査した．
　1）581名一1428歯の智歯のうち，500名一1063
歯の萌出をみた．
　2）鍋，4歯共に萌出していたもの106例，次
いで一Z《⊃「のみのもの34例をみた．
　3）萌出歯に歯根完成が多く，完全埋伏歯に歯
根未完成が多かった．
　4）智歯の傾斜は垂直889歯，近心傾斜及び水平
418歯，遠心傾斜72歯，頬舌傾斜49歯であった．
　5）1ケ年の実習において，智歯1428歯あった
ものが278歯抜去され，実習終了時には1150歯と
なった．また外科的処置をうけた284歯は，
　　　　消炎処置（十）と抜歯（一）……6歯
　　　　消炎処置（十）と抜歯（十）……6歯
　　　　消炎処置（一）と抜歯（十）……272歯
であった．
結 語
　1ケ年にわたる臨床実習学生の智歯計1428歯
中，外科的処置の対象歯（284歯）は，抜去した，
しないにかかわらず，消炎処置がほどこされたも
のは計12歯で，異常に少なかったものである。ま
た第1報では消炎処置がほどこされたもの51歯
松本歯学　9（2）1983
（51歯／212歯）で，やはり少ない傾向にあるとい
えよう．さらに抜去ばかりでなく，他の処置方法
もあるべきだと思われるが，第II報の結果も第1
報と同様に歯科大学臨床実習の場の特徴を示して
いる。
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